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に
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衆
議
院
議
員
島
�
君
提
出
内
閣
法
制
局
の
審
査
権
限
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

御
質
問
は
仮
定
に
係
る
問
題
で
あ
る
が
、
憲
法
の
規
定
の
解
釈
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
内
容
を
含
む
議
員
の
提
案
に
係
る

立
法
に
つ
い
て
は
、
一
般
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
憲
法
の
規
定
の
解
釈
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
内
容
を
含
む
法
案
で
あ
れ
ば
、
成
立
に
至
る
ま
で
の
国
会
の
審

議
の
過
程
で
、
当
該
法
案
の
前
提
と
な
る
憲
法
の
規
定
の
解
釈
に
関
し
、
当
該
規
定
の
文
言
、
趣
旨
と
の
整
合
性
、
当
該
規

定
の
立
案
者
の
意
図
、
立
案
の
背
景
と
な
っ
た
社
会
情
勢
、
さ
ら
に
は
国
会
に
お
い
て
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
当
該
規
定
の

解
釈
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
十
分
な
論
議
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
国
民
に
十
分
説
明
さ
れ
た
上
で

当
該
法
律
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
議
院
内
閣
制
の
下
、
法
律
の
執
行
に
当
た
る
政

府
の
意
見
も
十
分
に
聴
取
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
国
会
が
制
定
し
た
法
律
に
つ
い
て
、
政
令
の
制

定
を
含
め
、
こ
れ
を
誠
実
に
執
行
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。


